
文書料紙お け る 紙質 と 墨の 種類 に つ い て

池 田 寿

文書料紙 の 紙質 は近年 の古文書学研究 で論 じ ら れ て き て い る が 、 料紙 に 書 か れ て い る 墨
の種類 に 関 し て は あ ま り 注 目 さ れ る こ と が な か っ た 。 こ う し た 状況 に あ っ て 、 文 書料紙 に
お け る 紙質 と 墨 の 種類 と の 聞 に は如何 な る 関係 が あ る も の な の か 、 あ る い は関連 性 が な い
も の な の か 、 と い う 問題 に つ い て 数量 的 な 分析及 び基礎的 な 検討 を 加 え 、 そ の 課 題 を 明 ら
か に し て い き た い 。

ま ず 、 調 査 デ ー タ の 分析 に 際 し て文書料紙 の 紙質 は基本的 に桔紙 と 斐 紙 に 大 別 す る 。 緒
紙 ・ 斐紙 そ れ ぞ れ の 具 体 的 な 紙質が明 白 で あ る 場合 、 桔紙 は杉原紙、 引 合 、 檀 紙 、 奉 書 紙
の 別 を 、 斐 紙 は鳥 ノ 子 と 明 記す る 。 ま た 、 墨 の 種類 は油煙墨 と 松煙墨 の 二種 に 分 け る こ と
を 基本 と す る 。 な お 、 紙質 、 墨の種類 の い ずれかが不明 な 文書 は原則 的 に 員 数 か ら 除 外 す
る も の と す る 。

調査 デ ー タ の平安時代中期 か ら 江戸 時代前期 ま で の期 間 に お い て 、 紙質 と 墨 の 種 類 の 関
係 を 明 ら か に で き る 文書料紙 と し て は 1 5 6 6 点 を確認 で き る 。

文書料 紙 の 紙質 と し て は椿紙 1 3 5 2 点 （ 8 6 ・ 3 % ） 、 斐紙 2 1 4 点 （ 1 3 ・ 7 % )  
で あ り 、 格紙が斐紙 の 6 倍 強 用 い ら れ て お り 、 ま た 墨 の 種類 と し て は 油 煙墨 1 2 1 2 点
( 7 7 ・ 4 % ） 、 松煙墨 3 5 4 点 （ 2 2 ・ 6 % ） で あ り 、 油煙墨が松煙墨 の 約 3 ・ 5 倍使用
さ れ て い る こ と を指摘 で き る 。

文書料紙 に お け る 紙質 と 墨 の 種 類 の 関係で は 、 椿紙 と 油煙墨が 1 0 1 1 点 （ 6 4 ・ 6 % ）、
格 紙 に 松煙墨が 3 4 1 点 （ 2 1 ・ 8 % ） 、 斐紙 と 油煙墨が 2 0 1 点 （ 1 2 ・ 8 % ） 、 斐 紙 と
松煙墨が 1 3 点 （ 0 ・ 8 % ） と い う 内 訳 に な る 。

こ の よ う な 紙質 と 墨 の種類 の 関係 を 各 時期別 に分類 し て 表 1 を 作成す る と 、 以 下 の よ う
な 表 に な る 。

＜表 1 >
平中 平後 鎌前 鎌中 鎌後 南北 室前 室中 室後 桃山 江前 系

楕・油 7 150 32 44 126 123 28 42 98 22 5 677 
椿・松 。 14 。 31  54 49 48 29 33 。 4 262 
斐・油 。 。 。 。 。 。 。 6 107 10 。 123 
斐・松 。 。 。 。 。 。 。 。 13 。 。 13 

計 7 164 32 75 180 172 76 77 251 32 9 1075 

* 1 、 椿は椿紙、 斐 は斐紙、 油 は油煙墨、 松 は松煙墨の略で あ る 。
* 2 、 平中 は平安中期、 平後 は平安後期、 鎌前 は鎌倉前期、 鎌中 は鎌倉中期、 鎌後 は鎌倉後期、 南

北 は南北朝期、 室前 は室町前期、 室中 は室町中期、 室後 は室町後期、 桃山 は安土桃山期 、 江前
は江戸前期の略で あ る 。
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文書料紙 と し て椿紙 は平安中 期 か ら 江戸前期 ま で み ら れ る が 、 他方斐 紙 は 室 町 中 期 か ら
安土桃 山 期 ま で の 短期 間 に 限定 さ れ て い て 、 室町後期 に 集中 し て 使用 さ れ て い る 。 こ の 室
町後期 に お け る 紙質 の 比率 は格紙 5 5 % 、 斐紙 4 5 % で あ り 、 他 の 各 時 期 と は ま っ た く 異
な る 傾 向 を 示 し て い る 。 こ の 時期 の 紙 質 と 墨 の 種 類 の 関 係 で 注 目 さ れ る と こ ろ は 、 斐紙
（鳥 ノ 子 ） と 油煙 墨 の 半数が御 内書 と 御 内 書副 状 で 占 め ら れ 、 残 り の 半 数 が 公 武 に お け る
個人 の 書 状 で あ る 。

御 内 書 、 御 内 書副状、 書状 は い ず れ も 書札様文書 で あ り 、 御 内 書 と 御 内 書 副 状 の 代 表 的
な も の と し て 足利義政 （ 5 通 ） 、 足利義材 （ 1 7 通 ） 、 足利義澄 （ 1 3 通 ）、 足利義晴 （ 4 通）、
足利義輝 （ 1 3 通 ） な ど の 御 内 書 、 伊勢貞忠、 大館常興 、 大館晴光 な ど の 御 内書副状 を 挙
げ る こ と が で き る 。 足利高氏、 義持 、 義教御内害 は い ず れ も 桔紙 が料紙 に用 い られ て お り 、
足利義教か ら 義政 の 間 で御 内 書 に使用 さ れ る 料紙が楕紙か ら 斐紙へ と 変 化 し た 事 実 を 読 み
取 る こ と が で き ょ う 。 な お 、 足利義晴御 内 書 は斐紙 よ り も 椿紙 （檀紙 ） が 4 倍 強 の 1 7 通
に 及 び 、 墨 の 種類 に お い て も 油 煙墨 よ り 少 な い も の の 8 通に松煙墨が使用 さ れ て い る こ と
を確認 で き る 。 徳川家康御内書 （ 3 通 ） は い ず れ も 料紙 と し て大高檀 紙 が 用 い ら れ 、 油煙
墨 で書 か れ て お り 、 江戸前期 に お け る 御 内 書 の 墨 の 種類 は室町時代 と 同 じ 油煙墨 で あ る が、
文書料紙 は斐紙か ら 大高檀紙 へ と 変 わ っ て い る こ と を指摘 で き ょ う 。

と こ ろ で 、 料紙 と し て 大 高 檀 紙 が 使 用 さ れ て い る 例 を 求 め て み る と 、 豊 臣 秀 吉 朱 印 状
（油煙墨 1 0 遇 、 松煙墨 6 遇 、 不明 2 通 ） が 1 8 適 と 最 も 多 い こ と を 指摘 で き る 。 こ れ 以

外 に 豊臣秀頼黒印状 4 通 、 徳川家康黒印状 1 通 、 徳川秀忠黒印状 2 通 の 黒 印 状 で の 使 用 例
が確認 さ れ 、 墨 は 油煙墨が使 わ れ て い る 。 ま た豊臣秀吉判物 と 徳川 秀 忠 判 物 の 料 紙 に も 用
い ら れ 、 こ の場合 は松煙墨で書 か れ て い る 。 こ の よ う に 、 大高檀紙 は朱 印 状 、 黒 印 状 、 判
物 の 料紙 と し て 限定的 に 使用 さ れ て お り 、 黒印状 に 油煙墨、 判物 に松煙 墨 と い う 墨 の 使 い
分 け が 明確 に な さ れ て い る 。 小高檀 紙 の使用 は元和 7 年 （ 1 6 2 1 ) 5 月 3 日 付上杉景勝
書状 （松煙墨） の み に 見 ら れ る 。

室 町 後期 に お い て の み に 見 ら れ る 斐紙 と 松煙墨 を用 い た 文書 は 、 北 条 氏 綱 書 状 を は じ め
と す る 書状類 8 通 と 伊勢貞忠 や 大館常興 な ど の 御 内 書副状 5 通 で あ る 。 書状 と 御 内 書副状
に斐紙 が料 紙 と し て 使用 さ れ て い る こ と は前述 の書札様文書 の場合 と 共通 し て い る 。 油 煙
墨か ら 松煙墨へ の 変化 が何 を意味す る も の か は 不明 と 言 わ ざ る を 得 な い が 、 伊 勢 貞 忠、 大
館常興御 内 書副状 は足利義晴御 内 書 の 副状で あ り 、 義晴が御 内書 に松煙墨 を 用 い て い る こ
と と の 関連 性 を 窺 わ さ せ る 。

次 に 、 格紙 と 油煙墨 を 使用 し て い る 文書 を 見 て み る と 、 下文様文書 で あ る 下文 ・ 下知
状 に 多 い こ と に 気付 く 。 例 え ば 、 平安後期 に み ら れ る 東大寺政所下文 と 興 福 寺 政 所 下 文 1
8 通 、 行造東大寺事司 下文 5 遇 、 平安後期か ら 鎌倉前期 に み ら れ る 官宣 旨 1 2 遇 、 鎌 倉 中
期 に み ら れ る 関東下知状 と 六波羅下知状 3 通 、 鎌倉中 期か ら 南北朝期 に み ら れ る 東 大寺年
預所下 知 状 1 0 遇 、 鎌倉後期 か ら 南北朝期 に み ら れ る 東大寺年預所下文 8 通 、 南 北 朝期 に
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み ら れ る 足利 尊 氏 、 足利義詮、 足利義満袖判下文 6 通 、 安土桃山期 に み ら れ る 口 宣 案 5 通
な ど を 挙 げ る こ と が で き る 。 関東下知状、 六波羅下知状、 袖判下文 の 料 紙 に は す べ て 檀紙
が使 わ れ て い る 。 な お 、 室町時代 の室町幕府禁制 3 通 （杉原紙 1 、 檀 紙 2 ） と 室 町幕府過
所 （奉書紙 ） は松煙墨 に て書か れ て い る 。

こ こ で 、 鎌倉幕府 と 室 町幕府 に お け る 御教書 に利用 さ れ て い る 料紙 の 紙 質 と 墨 の 種 類 を
表 2 に 整理 し て み よ う 。

＜表 2 >

関東御教書 六波羅御教書 室町幕府御教書 御判御教書

椿 ・ 油 4 

杉 ・ 油 4 

奉 ・ 油 2 
檀 ・ 油 4 2 
杉 ・ 松 4 

檀 ・ 松
計 4 4 1 2 

* 1 、 椿は椿紙、 杉は杉原紙、 奉は奉書紙、 檀は檀紙の略であ る o
* 2 、 油は油煙墨、 松は松煙墨の略であ る 。

1 
1 0 

1 
2 

1 
1 5 

計 一

5 
1 4 

3 

8 

4 

3 5 

鎌倉幕府 に お け る 御教書 で あ る 関東御教書 4 通 と 六波羅御教書 4 通 の 紙 質 は 檀 紙 と 椿 紙
で あ る が 、 と も に 楕 紙 を 料紙 と す る こ と で共通 し て お り 、 墨 の 種類 も 油煙墨 で 同 じ で あ る 。
他方 、 室 町 幕 府 に お け る 御教書 で あ る 室町幕府御教書 1 2 通 と 御判御教書 1 5 通 の 料 紙 の
紙質 は 杉 原 紙 、 奉書紙 、 檀 紙 と あ る も の の 、 い ず れ も 楕 紙で あ る 。 御判御教書 で 杉 原 紙 を
料紙 に 用 い て い る の は足利尊氏 と 足利義詮、 奉書紙 を料紙 と す る の は足利 義 政 、 檀 紙 を 料

紙 と す る の は足利義持 と 足利義輝 で あ り 、 御判御教書 の料紙の 時代的 な 変 遷 を 認 め る こ と
が で き ょ う 。 ま た 、 御判御教 書 の 墨 の 種類 は足利義持御判御教書 の松煙墨 を 除 く と す べ て
油煙墨 で あ り 、 御判御教書 の 墨 は原則的 に 油煙墨 で あ る と い え よ う 。 一 方 、 室町 幕 府 御 教
書 の墨 の 種類 は油煙墨 の 使用 が 8 通 、 松煙墨 の 使用 が 4 通 で あ る 。 し か し 、 松煙 墨 の 使 わ
れ て い る 4 通 は す べ て足利義満 の 時期 に 限 ら れ て い る こ と か ら 、 室町 幕 府 御 教書 の 墨 も 御
判御教書 と 同 じ く 基本的 に は油煙墨 で あ 勺 た と 恩 わ れ る 。 以上 の こ と を 勘案 す る と 、 御教
書 は鎌 倉幕府、 室町幕府 と も に 料紙 と し て は梼紙を利用 し 、 油煙墨 を 使 用 し て 書 か れ て い
る と い う 共 通 点 を 持 っ て い る こ と に な る 。

そ こ で 、 幕 府 の 命 を 伝 え る 施行状 を 見 て み る と 、 鎌倉時代 に六 波羅施行状 1 通 、 室 町 時
代 に 室 町幕府管領施行状 3 通 を確認で き る 。 六波羅施行状 は檀紙 に 油煙墨 、 室 町 幕 府 管 領
施行状 は杉原紙 に松煙墨 を用 い て お り 、 鎌倉幕府 と 室 町幕府 に お け る 施行状 で は 料紙 と 墨
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で相違が認め ら れ る 。 ま た 、 施行状 を 受 け て 作成 さ れ る 遵行状が 3 通 、 連行状 を 受 け て 作
成 さ れ る 打 渡状 が 4 通 あ る が、 道行状 ・ 打渡状 と も に料紙 に楕紙 （杉原紙 3 、 檀 紙 2 、 奉
書紙 1 ） が使 わ れ 、 油煙墨で書か れて い る 。 こ れ ら の 中 に 遵行状→打 渡状 と い う 文 書系 統
を 明 ら か に で き る 事例 が わ ず か に 1 例 あ る の で記 し て お こ う 。 そ れ は享徳 3 年 （ 1 4 5 4 )
4 月 1 6 日 付 の 山 城国紀伊郡守護代遊佐 国助遵行状→周年 4 月 2 7 日 付 の 山 城 国 紀伊郡代
馬伏忠吉打渡状 で あ り 、 両通 と も に 墨 の 種類 は不 明 で あ る が 、 料紙 に は い ず れ も 檀 紙 が 使
わ れ て い る 。

こ こ で 、 室町幕府が発 給 す る 公 文書 の一 つ で あ る 幕府引 付頭人奉書 と 幕府奉行人 （連署）
奉書 に つ い て 見 て い こ う 。 幕府引 付頭人奉書 は南北朝期 に 8 通 あ り 、 料紙 に は 椿 紙 （奉書
紙 1 、 檀紙 1 、 杉原紙 6 ） の み が使用 さ れ て い る 。 貞和 5 年 （ 1 3 4 9 ) 7 月 4 日 付 室 町
幕府引 付頭人奉書以降 の料紙 は す べ て杉原紙が用 い ら れ て い る 。 墨 の 種 類 は 油 煙 墨 4 と 松
煙墨 4 で あ り 、 貞和 5 年 7 月 4 日 付室 町幕府引 付頭人奉書 ま で は松煙墨 （奉書紙 1 、 檀紙
1 、 杉原紙 1 ） で書 か れ 、 以 後 は 油 煙 塁 が 多 く な っ て い る 。 紙質 と 墨 の 関 係 は 貞 和 5 年
1 2 月 2 4 日 付室町幕府引 付頭人奉書以降 は ほ ぼ杉原紙 と 油煙墨 と い う 関係 に な っ て い る o

幕府奉行人 （連署） 奉書 は室町中期 か ら 安土桃 山期 まで 2 4 通 を確認で き 、 料 紙 は す べ て
格紙 で あ る が 、 奉書紙が 1 8 通 と 7 5 % を 占 め て い る 。 墨 の 種類 は長様 3 年 （ 1 4 5 9 )
1 0 月 2 2 日 付室町幕府奉行人連署奉書 の松煙墨以外 は い ず れ も 油煙墨 で あ る 。 明 応 7 年
( 1 4 9 8 ） 閏 1 0 月 1 9 日 付室町幕府奉行人連署奉書以 降 は す べ て 奉 書 紙 と 油 煙 墨 の 組
み 合 わ せ と な っ て い る 。 こ の よ う に 、 幕府引 付頭人奉書 と 幕府奉行人 （ 連 署 ） 奉 書 は料紙
と し て 杉 原 紙 と 奉書紙 の 違 い が あ る も の の 、 墨 の 使用 は と も に油煙墨 が 基本 で あ る と い え
よ う 。

次 に 伝奏奉書 を 見 て み る と 、 伝奏奉書 は室町前期 に お いて伝奏 と し て 活躍 し た 万 里小路
嗣房、 武家 伝 奏 の 広橋兼宣、 室町中期 の 武家伝奏の広橋綱光、 中 山 定親 、 同 親 通 の 5 名 の
文書を上 げ る こ と が で き る 。 万里小路嗣房 は 3 通 と も 料紙 に檀紙を用 い、 墨 に松煙墨 を使 っ
て お り 、 広橋兼 宣 は 3 通 と も 杉原紙 と 松煙墨で あ る こ と か ら 、 室町前期 の 伝 奏 奉 書 は 椿 紙
に松煙墨 と い う 組 み合せ で あ る 。 室 町 中 期 は 3 名 は い ず れ も 杉 原紙を料 紙 と し 用 い 、 油煙
墨 に て書 い て い る 。 伝奏奉書 に お い て料紙 は檀紙か ら 杉原紙へ、 ま た 墨 の 種 類 は 松 煙 墨 か
ら 油煙墨へ と 室 町 中 期 に は 明 ら か に 変 わ っ て い る こ と を指摘で き る 。

最後 に 、 寺院文書 で あ る 後七 日 御 修法請僧等交名 （案） と 寺院 に お け る 衆 議 や 集 会評定
の結果 を記 し た 事書 に つ い て み る と 、 後七 日 御修法請僧等交名 （案 ） は 平 安 後 期 か ら 鎌倉
中期 ま で に 7 7 通 を確認で き 、 料紙 に は杉原紙 と 檀紙が用 い ら れ 、 墨 は す べ て 油 煙 墨 で あ
る 。 後七 日 御修法 は文和 2 年 （ 1 3 5 3 ） に宮中 の 真言院が倒壊す る な ど転変 し て 室 町末
期 に は 中 絶 し 、 元和 9 年 （ 1 6 2 3 ） に は再興 さ れ て い る が 、 再興後 の 元 文 2 年 （ 1 7 3 
7 ） 後七 日御修法僧交名 で は料 紙 に 椿 紙 、 墨 に 油煙墨が使 用 さ れ て お り 、 料 紙 の 紙 質 と 墨
の種類 は 中 絶が あ っ た 前 後 の 時代 に お け る 変化 は な っ た と い え よ う 。 次 に 、 東 大 寺 に お け
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る 衆議事書 や集会評定事書 な ど の 事書 は 鎌倉後期 か ら 南北朝期 ま で に 2 6 通 と 年 未 詳 の 5
通 を確 認 で き る 。 料紙 は杉原紙、 檀 紙 、 奉書紙、 美栖紙 と い う よ う な 各種の 椿 紙 が 使 用 さ
れ て い る が 、 墨 の 種類 は い ず れ の 料紙 に も 油煙墨 が使 わ れ て い る 。

以 上 、 書札様文書、 下文様文書、 寺院文書 に 関 し て 記 し て き た 指摘 は 周 知 の 事 実 で あ る
場合 も 多 く 、 こ れ ら の 指摘か ら 文書料紙 に お け る 紙質 と 墨 の種類 に 関 し て の 普 遍 性 や 特殊
性 を 論 じ る こ と は で き な い が 、 こ の 分析結果 が あ く ま で も 蒐集 し た 調査 デ ー タ に 基 づ い た
も の で あ る こ と を 留意 す る な ら ば 、 文書料紙 の 研究 デ ー タ と し て の 一助 に な る も の で あ ろ
う 。 そ の た め に も 墨 の 種 類 を 如何 に 客観的 に判別す る の か と い う 課題が 残 さ れ て お り 、 墨
の種類 の 判 別 に 対 す る 科学的方法の 確立が不可欠 で あ る 。 松煙墨 の粒子 は 油 煙 墨 の 3 倍 以
上 も 大 き い こ と 、 松煙墨 は短波長 の 光 で あ る 青 系統 を 、 油煙墨 は長波長 の 光 で あ る 茶 褐 系
統 を 散乱 さ せ る こ と な ど を 活用 す る こ と で科学的 に ア プ ロ ー チ で き る も の と 思 わ れ る 。
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